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連結注記表

Ⅰ．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

1. 連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況

･ 連結子会社の数 ２社

･ 連結子会社の名称 メディサ新薬株式会社

化研生薬株式会社

･ 連結の範囲の変更 前連結会計年度において連結子会社でありましたケーエム合同

会社につきましては、重要性がなくなったことに伴い、連結子

会社から除外し、非連結子会社としております。

② 非連結子会社の状況

･ 主要な非連結子会社の名称 ケーエム合同会社

･ 連結の範囲から除いた理由 非連結子会社は小規模であり、総資産、売上高、当期純損益及

び利益剰余金等は、連結計算書類に重要な影響を及ぼしていな

いためであります。

2. 持分法の適用に関する事項

① 持分法を適用した非連結子会社の状況

･ 持分法適用の非連結子会社数 該当事項はありません。

② 持分法を適用しない非連結子会社の状況

･ 主要な非連結子会社の名称 ケーエム合同会社

･ 持分法を適用しない理由 持分法を適用しない非連結子会社は、当期純損益及び利益剰余

金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がな

いため、持分法の適用範囲から除外しております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。
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4. 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの……………………決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定)

時価のないもの……………………移動平均法による原価法

② たな卸資産

主として総平均法による原価法

　 （注）貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております。

(2) 重要な固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）…………定額法

② 無形固定資産（リース資産を除く）…………定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における

利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま

す。

③ リース資産

所有権移転外ファイナンス･リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸 倒 引 当 金……債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権及び破産更生債権等の特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞 与 引 当 金……従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当

連結会計年度の負担額を計上しております。

③ 役 員 賞 与 引 当 金……役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当連結会計年度におけ

る支給見込額に基づき、計上しております。

④ 返 品 調 整 引 当 金……販売した製商品の返品による損失に備えるため、将来の返品発生見込額

に基づく損失相当額を計上しております。

⑤ 売 上 割 戻 引 当 金……販売した製商品に対する将来の売上割戻しに備えるため、将来の売上割

戻し発生見込額を計上しております。

(4) 退職給付に係る負債の計上基準

化研生薬株式会社においては、従業員の退職給付に備えるため、「退職給付に関する会計基準」（企業

会計基準第26号 平成24年５月17日）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第25号 平成24年５月17日）に定める簡便法により、当連結会計年度末における自己都合退職に

よる期末要支給額の100％を計上しております。

(5) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

消費税及び地方消費税の処理方法

　税抜方式を採用しております。

5. 会計方針の変更

(退職給付に関する会計基準等の適用)

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日）及び「退職給付に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日）を当連結会計年度末より適

用しております。

　これにより、従来、固定負債に計上しておりました「退職給付引当金」は、当連結会計年度末より

「退職給付に係る負債」として計上しております。
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Ⅱ．連結貸借対照表に関する注記

　 有形固定資産の減価償却累計額 35,784百万円

Ⅲ．連結株主資本等変動計算書に関する注記

1. 発行済株式の種類及び総数

(単位：株)

株式の種類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

普通株式 15,856,900 22,269,088 － 38,125,988

　（変動事由の概要）

当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

増加数の内訳は、次のとおりであります。

株式分割による増加 17,219,003 株

新株予約権の行使による増加 16,300 株

転換社債型新株予約権付社債の転換による増加 5,033,785 株

2. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基 準 日 効力発生日

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,515 100 平成25年３月31日 平成25年６月26日

平成25年11月８日
取締役会

普通株式 1,486 90 平成25年９月30日 平成25年12月６日

(注)１．平成25年６月25日定時株主総会決議及び平成25年11月８日取締役会決議に基づく配当金の総額には、持

株会信託（従業員持株会信託型ＥＳＯＰ）に対する配当金５百万円及び４百万円を含めておりません。

これは持株会信託が所有する当社株式を連結計算書類において自己株式と認識しているためでありま

す。

２．１株当たり配当額については、基準日が平成25年９月30日であるため、平成25年10月１日付で普通株式

１株につき２株の割合で行った株式分割については加味しておりません。

― 4 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年05月21日 16時54分 $FOLDER; 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）



(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

平成26年６月25日開催の定時株主総会において、次のとおり決議することを予定しております。

株式の種類 配当金の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基 準 日 効力発生日

普通株式 利益剰余金 1,836 50 平成26年３月31 平成26年６月26日

(注) 配当金の総額には、持株会信託型に対する配当金４百万円を含めておりません。これは持株会信託が所有

する当社株式を連結計算書類において自己株式と認識しているためであります。

3. 当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く）の目的となる株式の

種類及び数

普通株式 49,000株

Ⅳ．金融商品に関する注記

1. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については主として金

融機関及び資本市場からの調達による方針です。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リスクに関しては、

取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を随時把握する体制としてい

ます。

　投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されています。当該リスクに関しては、個別銘

柄毎の実態に応じたリスク管理を行うとともに、定期的に把握された時価が取締役会に報告されておりま

す。

　借入金のうち、短期借入金は期末現在において全て返済済みであり、長期借入金のうち１年内に返済期

限の到来する部分のみを短期借入金として表記しております。

　長期借入金（原則として７年以内）は運転資金及び設備投資に係る資金調達です。長期借入金の金利

は、支払金利の変動リスクを回避する目的で固定金利での調達としております。
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2. 金融商品の時価等に関する事項

　平成26年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につい

ては、次のとおりです。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めてお

りません（（注2）参照）。

(単位：百万円)

連結貸借対照表
計上額 (*)

時価 (*) 差額

(1) 現金及び預金 25,536 25,536 －

(2) 受取手形及び売掛金 28,344 28,344 －

(3) 電子記録債権 426 426 －

(4) 投資有価証券

　 その他有価証券 3,144 3,144 －

(5) 支払手形及び買掛金 (16,157) (16,157) －

(6) 短期借入金 (2,256) (2,262) (6)

(7) 未払金 (12,583) (12,583) －

(8) 未払法人税等 (4,650) (4,650) －

(9) 長期借入金 (6,373) (6,397) (24)

(*) 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

(注1) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

(1) 現金及び預金、(2)受取手形及び売掛金、並びに(3)電子記録債権

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(4) 投資有価証券

時価について、株式は取引所の価格によっております。

(5) 支払手形及び買掛金、(6)短期借入金、(7)未払金、並びに(8)未払法人税等

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　なお、１年以内に返済期日の到来する長期借入金につきましては(9)の長期借入金の方法によってお

ります。

(9) 長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割

り引いて算定する方法によっております。
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(注2) 非上場株式（連結貸借対照表計上額93百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積

ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「(4)投資有価証券 その他有

価証券」には含めておりません。

Ⅴ．１株当たり情報に関する注記

1. １株当たり純資産額 2,755円29銭

2. １株当たり当期純利益 365円18銭

(注)当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、
当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純資産額及び１株当たり当期
純利益を算定しております。
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個別注記表

Ⅰ. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

1. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式……………………………移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

時価のあるもの………………………決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定しております。)

時価のないもの………………………移動平均法による原価法

2. たな卸資産の評価基準及び評価方法

総平均法による原価法

(注) 貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定しております。

3. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）…… 定額法

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）…… 定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用

可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス･リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

― 8 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年05月21日 16時54分 $FOLDER; 9ページ （Tess 1.40 20131220_01）



4. 引当金の計上基準

　 (1) 貸 倒 引 当 金……債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権及び破産更生債権等の特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞 与 引 当 金……従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当

事業年度の負担額を計上しております。

(3) 役 員 賞 与 引 当 金……役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当事業年度における支

給見込額に基づき、計上しております。

(4) 返 品 調 整 引 当 金……販売した製商品の返品による損失に備えるため、将来の返品発生見込額

に基づく損失相当額を計上しております。

(5) 売 上 割 戻 引 当 金……販売した製商品に対する将来の売上割戻しに備えるため、将来の売上割

戻し発生見込額を計上しております。

5. 消費税及び地方消費税の処理方法

税抜方式を採用しております。

Ⅱ. 貸借対照表に関する注記

1. 関係会社に対する金銭債権・債務

短期金銭債権 245百万円

短期金銭債務 38百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 35,222百万円

Ⅲ. 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

売上高 2,166百万円

仕入高 485百万円

有償支給 4,831百万円

営業取引以外の収益 113百万円
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Ⅳ. 株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式に関する事項

(単位：株)

株式の種類 当 期 首 増 加 減 少 当 期 末

普通株式 706,412 699,505 21,350 1,384,567

　(注)当事業年度末の株式数には、持株会信託が所有する当社株式85,100株を含めて記載しております。

　（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次のとおりであります。

株式分割による増加 699,132 株

単元未満株式の買取請求に基づく取得による増加 373 株

減少数の内訳は、次のとおりであります。

持株会信託による当社株式の売却による減少 21,350 株
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Ⅴ. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

たな卸資産評価損 551百万円

賞与引当金 468

売上割戻引当金 451

未払事業税 347

長期未払金 196

減損損失 175

建物除却損 127

その他 350

繰延税金資産小計 2,668

評価性引当額 △307

繰延税金資産合計 2,360

繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 △188百万円

その他有価証券評価差額金 △267

繰延税金負債合計 △456

繰延税金資産の純額 1,904

Ⅵ. リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表に計上した固定資産のほか、事務機器等の一部については、所有権移転外ファイナンス・リー

ス契約により使用しております。
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Ⅶ. 関連当事者との取引に関する注記

種 類 会社等の名称
議決権等の所有割合

(％)

関連当事者との関係

役員の兼任等 事業上の関係

子会社 メディサ新薬株式会社 100.0 役員３名 商品の販売等

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

商品等の販売
有償支給

2,166
4,831

売掛金 245

(注) 1. 取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。
2. 取引条件及び取引条件の決定方針等

商品等の売買については市場価格等を参考に決定しております。

Ⅷ. １株当たり情報に関する注記

1. １株当たり純資産額 2,718円12銭

2. １株当たり当期純利益 358円44銭

(注) 当社は平成25年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、
当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純資産額及び１株当たり当期純
利益を算定しております。
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